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過去プログラムへの返答 LT

JANOG42

続・ブロッキングと法的問題

JANOG43

ZEROから考えるインターネット運用とブロッキング
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https://www.janog.gr.jp/meeting/janog42/program/BLK
2018/07/13

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog43/program/2129ops/
2019/01/25



ケリをつけるための活動は継続中

• 「マンガ海賊版サイトの技術要素と対策法」
JANOG50 Meeting
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog50/manga/

• 「マンガ海賊版サイト対策フォローアップ（最新情報アップ
デート2023）」
JANOG52 Meeting in Nagasaki
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog52/manga/

• 「マンガ海賊版サイト動向2024 -対策状況アップデート-」
JANOG54 Meeting in NARA
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog54/piracy/
2024/07/
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「また次が来た」
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パブコメ募集中
2025年8月15日(金)まで

総務省｜オンラインカジノに係るアクセス抑止の在り方に関する検討会
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/online_casino/index.html



サイトブロッキングとは

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tyousakai/kensho_hyoka_kikaku/2018/contents/dai3/siryou1.pdf
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ブロッキングの問題点
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JANOG43

ZEROから考えるインターネット運用とブロッキング



「通信の秘密」と「ブロッキング」

「表現と人権が守られ、誰もが安全に安心して利用できることが、
インターネットの自由の柱です。どう実現するかの進め方は国に
よって異なります。表現の自由が大事にされる米国では表現の自
由を土台に、プライバシー保護が重要視されるドイツではそれを
土台にする形で、それぞれ実現に努めてきました。その点、表現
の自由やプライバシーの基盤がそれほど強くない日本では、憲法
の「通信の秘密」規定が数少ない土台になってきた経緯がありま
す。この規定を軽視すべきではありません。」
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朝日新聞2018年9月7日「（耕論）サイト遮断と言うけど」より東京大学 宍戸教授の意見

2025/7/9～2025/7/11 
ICTフォーラム2025in種子島(JAIPA)
森 亮二 弁護士 資料より



「通信の秘密」と「ブロッキング」
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2025/7/9～2025/7/11 
ICTフォーラム2025in種子島(JAIPA)
森 亮二 弁護士 資料より



「通信の秘密」と「ブロッキング」
• 海賊版対策においても一部の団体は「ブ
ロッキング」を主張

• ごく一部のプラットフォーム事業者に問
題サイトが集中しているという現実

• 繰り返し持ち出される「ブロッキング」
の提案

• 以下、私見

• 日本においては「通信の秘密」しかイン
ターネットの自由を守る術がないのではな
いか

• 「ブロッキングはできない」ということは
常に主張し続けていかないといけない

• ごく一部のプラットフォーム事業者の責任

9

2025/7/9～2025/7/11 
ICTフォーラム2025in種子島(JAIPA)
森 亮二 弁護士 資料より
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